
 

「困った時はお互いさま」の社会づくりに向けて 

 

 

 

 

 

 

 

フードバンク山梨は未曾有のコロナ禍で、２０２０年度を終えることとなりまし

た。本年度はリーマンショック以来、と言うよりそれ以上の厳しい環境下での活動

となりました。新型コロナウイルス感染拡大で多くの命が失われました。亡くなら

れた方々に謹んで哀悼の意を表します。 

 

社会では、コロナ禍での自粛や休業の影響で経済が悪化し、失業者や収入が減っ

たことにより、生活困窮する方が急増しました。 

そのため、当法人に電話などで支援を求める方々が急増した事と、社会情勢を勘

案し、緊急食料支援を３月から開始しました。日を追うごとに状況は厳しさ増して

いき、子どものいる世帯に加えて、大学生や失業者などの生活困窮が顕在化してき

ました。当法人の緊急食料支援は、昨年３月から年度末までに３７７１件に上りま

した。通常の支援件数６８８２件を合わせると１万件を超え、昨年の２倍以上とな

りました。 

支援活動は増える一方ボランティア参加は、新型コロナウイルス感染拡大防止で密

を避けるため、減らさなければならず、職員への負担も増加しましたが、1人ひとり

が最大限の能力を発揮し、急増する支援活動に取り組みました。 

また、コロナ禍だからこそ、活動を応援したいという方々も急増し、運営資金と

なる寄付金も増加しました。 

市民からの食品の寄付活動（フードドライブ）は、学校で集める「スクールフー

ドドライブ」や社協などが呼びかけて実施して頂き、年間で６３トンに上りました。

この数字は、私の知る限り全国でも最も多く、市民の社会貢献度の高さを表す量と

なり、山梨として誇れる活動となりました。 

 

昨年１１月に浮上した倉庫移転問題は、活動の先行きに大きな不安をもたらしま

した。ニュースなどで報道され、活動を心配し応援してくださる方からの情報提供

の多さに、あらためてこの活動の重要性を痛感しました。情報提供頂いた皆様に心

より感謝申し上げます。幸い４月より南アルプス市小笠原に新たな仮拠点が見つか

り、これまで通り活動に支障なく継続できることになりました。倉庫の移転問題を

きっかけに、山梨におけるフードバンク活動の定着には拠点となる倉庫建設が必要

であると考え、「新山梨フードバンクセンター」の建設計画を推進する事になりまし

た。 

長引くコロナ禍で失業や減収で誰もが陥るかもしれない貧困に、「困った時はお互

い様」と声を掛け合える社会づくりに向けて、皆様と共に力を尽くしていく所存で

すので、本年度もよろしくお力添え頂けますようお願い申し上げます。 



第１号議案２０２０年度 事業活動報告・活動決算報告・監査報告について 

Ⅰ 新型コロナウイルス感染症対策 緊急食料支援事業 

 

新型コロナウイルス感染症により、休校や仕事の減少など生活に様々な影響を受

けた方々に対し「コロナ禍緊急食料支援」を昨年３月から開始し、今年度は延べ 

３,７７１世帯を支援しました。７月から新たに山梨大学・都留文科大学・ユニタス

日本語学校と連携協定書を締結し、延べ６７７人を支援しました。年末からは失業

者や労働時間の減少した４１２世帯を対象に「つながるスマイルプロジェクト」を

実施しドライブスルー方式で食品・日用品を直接配布しました。 

 

１ 緊急食料支援実績 

回数 対象 実施日 世帯数 備考 

第１弾 

（宅配） 

就学援助 

世帯 
３月９日～３月１３日 ７０９ 

休校措置で学校給食がなく

なった子どもたちと仕事を

休まざるを得ず、収入減と

なった就学援助を受けてい

る世帯 

第２弾 

（手渡し） 

就学援助 

世帯 
３月２４日～３月２５日 ５６ 

第３弾 

（宅配） 

就学援助 

世帯 
４月２０日～４月２７日 ７５２ 

第４弾 

（手渡し） 
大学生 ７月１４日 ８２ 

山梨大学独自の奨学金申請

者。山梨県弁護士会の法律

相談を利用した学生 

第５弾 

（手渡し） 
留学生 １０月７日 １８１ 

ユニタス日本語学校の留学

生 

第６弾 

（手渡し） 
大学生 １０月１９日 ３９ 

都留文科大学独自の奨学金

を申請した学生 

第７弾 

（宅配） 
大学生 １２月３日 ９４ 再度宅配で追加支援 

第８弾 

（宅配） 
失業者 １２月２８日 １０９ 

第１回つながるスマイルプ

ロジェクト 

第９弾 

（手渡し） 
留学生 １月１３日 ２８１ 

ユニタス日本語学校に食品

を提供し教師が留学生に配

布 

第１０弾 

（宅配） 

就学援助

世帯 
２月１５日 ８５０ 

追加の緊急支援として宅配

で食品支援 



回数 対象 実施日 世帯数 備考 

第１１弾 

（手渡し） 
失業者 ２月１９日・２０日 １０８ 

第２回つながるスマイルプ

ロジェクト。ドライブスル

ー方式。協力団体「ふじざ

くら」と連携。 

第１２弾 

（手渡し） 
失業者 ３月５日 ７５ 

第３回つながるスマイルプ

ロジェクト。ドライブスル

ー方式。 

第１３弾 

（手渡し） 
失業者 ３月２０日 １２０ 

第４回つながるスマイルプ

ロジェクト。ドライブスル

ー方式。協力団体「ふじざ

くら」と連携。 

 

（１）就学援助世帯への緊急食料支援 

新型コロナウイルスの影響による休校措置で学校給食がなくなった子どもと、

仕事を休まざるを得ず、収入減となった就学援助を受けている世帯に計４回、

延べ１,６８７回の緊急食料支援を実施しました。 

 

（２）アンケート調査の実施 

３月には就学援助世帯を対象に「新型コロナウイルス感染拡大防止のための

休校を受け、緊急食料支援を実施した世帯へのアンケート調査」を実施しま

した。コロナ禍で就労に影響があったと答えた世帯は６４％で、そのうちの

５８％が労働時間が減り、減収しており、２５％が子どもの為に休職してい

ると答えました。休校に伴う支出増加の有無について、８６％が「ある」と

回答し、支出増加の理由としては、「食費の増加」が９０％と最も多かった

ことから、食料支援は支出の増加を抑制するための有効な支援であると考え

られます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あった

64%

なかった

34%

無回答

2%

コロナ禍での就労への影響

６４％に影響があった 

ある

86%ない

9%

無回答

5%

休校による支出増加の有無

８６％が支出の増加があった

（ｎ＝56） （ｎ＝56） 



（３）大学生・留学生への緊急食料支援 

山梨大学・都留文科大学・ユニタス日本語学校と連携協定書を締結し、アル

バイト収入が減り、食費を節約している大学生・留学生延べ６６７人を支援

しました。応援する気持ちを直接伝えるため、一般の方々から応援メッセー

ジを募集し、絵手紙等を食品と共にお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

（４）コロナ禍の影響を受けた大学生に対するアンケート調査の実施 

大学生を対象とした本調査で食生活の質問では、食事量を減らしたり、食事

に影響があるとの回答が６３％に上っています。記述には、「食費を削るのに

精一杯です」などの声もありました。将来の希望する職種を変更したと答え

た学生も１４％となり、これからも続くコロナ禍でその割合も高まっていく

のではないかと危惧されます。これから社会を担う大学生が夢や希望を失わ

ないように、継続的に支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニタス日本語学校での食品配布 絵手紙などの応援メッセージ 

仕送りの有無 

仕送りのない学生は５７％ 

仕送りがある

43%

仕送りがない

57%

仕送りがあると回答した中でも仕送り

額が減った学生は６９％ 

 

減った

69%

影響なし

31%

仕送り額の影響 

（ｎ＝32） （N＝74） 



支援世帯 性別 食事の節約について 

 

（５）つながるスマイルプロジェクト（失業者支援）について 

新型コロナウイルスの影響により解雇や雇い止めに遭い、生活が困窮する方

からの相談が急増しました。そのため、緊急的な食料支援「つながるスマイ

ルプロジェクト」を１２月から開始し、これまでに計４１２世帯を支援しま

した。加えて各種公的支援制度の情報提供や自治体の福祉課や、民間支援団

体につなぐなど、今必要とされる支援を迅速に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）第２回つながるスマイルプロジェクトアンケート調査の実施 

本調査では１０代～３０代の申請が全体の６割を占めました。生活が困窮し

たり、失業や減収した時期は緊急事態宣言発生時が最多になりました。加え

てコロナ禍で生活困窮する方々は、食事の回数や食事量を減らして生活して

おり、健康や心への悪影響が予想されます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝129） 

女性が多い 

男性

40%

女性

60%

回数と量を減らしている６８％ 

食事回数を

減らしている

31%

一回の食事量を

減らしている

32%

回数と量を

減らしている

5%

節約はして

いない

32%

（ｎ＝76） 

 

ドライブスルー方式での食品配布 カトリック甲府教会での配布 



２ 寄贈のマッチング 

（１）臨時休校の延長により、冷凍・冷蔵・生鮮食品等の在庫を抱える学校給食セ

ンターとそれを必要とする施設のマッチングを行い、３,１３４㎏を寄贈に

つなげました。 

 

（２）休業要請の影響を受けた観光業や飲食業からの問い合わせで、計１,４７０

㎏の食品を受け入れました。 

 

寄贈月 業種・企業名 寄贈理由 

4月  

ほうとう協会（ほうとう 156kg） イベント中止 

観光地の美術館（菓子 26kg） 観光客減少 

土産物屋（菓子 400kg） 観光客減少 

観光業者（ドライフルーツ 150kg） 観光客減少 

5月 ゴルフ場（景品セット 115kg） 顧客減少 

9月～11月 食品卸業者（冷凍食品 623kg） 結婚式中止・延期 

2021年 2月 牛乳協会（給食用牛乳 2,640kg） 臨時休校 

 

新型コロナウイルス感染症防止の観点から衛生用品の寄贈がありました。 

① マスク（20,000枚）②消毒ジェル（1,080本 250kg）③除菌消臭液（10箱 100 

リットル）③洗濯用洗剤（2,040本 125kg）④シャンプー（640本 282kg） 

 

Ⅱ 食のセーフティネット事業（食料支援） 

 

行政や社会福祉協議会と連携し、延べ４,０２３件、約３８トンの食品を宅配 

しました。また、緊急的に食料が必要な方のために、行政等を通して直接手渡

しする緊急食料支援は、８７回、約１.３トンの食品を提供しました。 

 

 

１ 定期的に宅配する食料支援 

（１）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ボランティアの受け入れ

を１日１０名以下としました。手洗い・体温管理を徹底するなど感染対策を

講じながら活動しました。今後の社会情勢に合わせて随時変更していきます。 

 

（２）連携する機関からの申請により、食料支援が必要な方へ１ヶ月に２回（第 

２・４週）の個人宅配を実施しました。発送した件数は合計４,０２３箱、 

重量は合計３８,２１８ｋｇ（約３８トン）となりました。 

 

 

 



（３）「ふーちゃん通信」に四季折々の企画を掲載し、孤立感をやわらげ社会との

絆が感じられるようにしました。手書きカードの作成を中学・高校のボラン

ティア部に依頼し、次世代の活動参加や社会的課題への関心を高めました。 

    

                                     

    

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ひまわり支所を寄贈品の保管と乳幼児応援プロジェクトでの食品・ミルク・

おむつの発送作業場所として活用し、よりスムーズな支援を実施しました。 

 

２ 緊急食料支援 

今年度は、１０市町（南アルプス市・中央市・笛吹市・山梨市・都留市・上

野原市・昭和町・市川三郷町・身延町・富士川町）で行いました。また、個

人宅配とは別に、緊急的に食料支援が必要な場合には、自立相談支援窓口や

連携団体を通じて直接手渡しをする緊急食料支援を８７回、総重量１,３０

０㎏（約１.３トン）実施しました。 

 

３ 心の交流と個別ファイルによる情報管理 

（１）ハガキや電話による心の交流を行いました。「ふーちゃん通信」での新型コロ

ナウイルス感染症に関する各種支援制度の説明には課題が残りましたが、レ

シピを希望する声が返信ハガキで届いたため、宅配した食品を使ってできる

簡単な調理法や、季節の行事や健康に関する情報提供を行いました。 

 

（２）支援経過を個別ファイルに記録・保管し、必要な場合は自立相談窓口と連携

しました。 

  

             

  
件数 

（箱） 

重量

（kg） 

４月 299 2,840 

５月 338 3,211 

６月 343 3,258 

７月 342 3,249 

８月 349 3,315 

９月 355 3,372 

１０月 356 3,382 

１１月 337 3,201 

１２月 317 3,011 

１月 322 3,059 

２月 325 3,087 

３月 340 3,230 

合計 4,023 38,218 

箱詰め作業 

クリスマスカード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 生活困窮者自立支援事業（自立相談支援） 

１ 生活困窮者への相談支援 

（１）食のセーフティネット事業利用者、中央市・笛吹市・山梨市・都留市・上野

原市自立支援相談窓口からの依頼、返信はがきや新規利用者の現状記入欄等

から、相談支援が必要な世帯への訪問相談支援を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自立相談支援窓口との連携 

（１）個人情報保護規定のもと、利用者の自立につながるように、自立相談支援窓

口と利用できる制度の相談や、食料支援の時期や方法について話し合い、連

携して支援しました。 

 

 

ふーちゃん通信と手紙 利用者からのハガキ 

相談支援事業実績 

4月 167 949 2 37 0 347 563 0 2065

5月 166 1118 5 21 2 564 526 0 2402

6月 42 526 1 40 2 255 228 0 526

7月 176 1289 0 30 0 643 616 0 2754

8月 191 1384 0 25 4 705 650 0 2959

9月 48 640 60 25 65 250 240 0 1328

10月 49 555 6 44 2 261 242 0 1159

11月 65 686 4 61 1 321 299 0 1437

12月 221 1551 0 43 0 781 727 0 3323

R3年1月 44 539 2 46 0 270 221 0 1122

2月 218 1406 0 36 0 695 675 0 3030

3月 225 883 0 31 0 444 408 0 1991

計 1612 11526 80 439 76 5536 5395 0 24096
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Ⅳ 食品ロス削減 

 

コロナ禍における企業・団体からの余剰食品の寄贈と市民からの寄贈が増 

え、期首在庫量４１トンを加え、年間取扱量が過去最多の１８４トンになり 

ました。次期繰越量は、７トンになりました。 

 

１ 食品の収集・配布 

（１）年間１５０トンの受入れ目標に対し、１４３トンと過去最高となりました。 

寄贈ルート 寄贈量（kg） 

フードドライブ 一般食品 18,091 

フードドライブ お米 15,412 

ミニフードドライブ 一般食品 7,848 

ミニフードドライブ お米 12,529 

きずなＢＯＸ Ａコープ２店舗 1,324 

きずなＢＯＸ いちやまマート１３店舗 8,296 

大口企業団体 79,782 

合計 143,282 

 

（２）年間の食品配布量は、１７７トンでした。コロナ禍緊急食料支援が３０トン

に達し、配布量も過去最高となりました。 

配布ルート 配布量（kg） 

食のセーフティネット事業 36,220 

緊急食料支援 3,247 

施設配布 63,250 

フードバンクこども支援プロジェクト 43,515 

コロナ禍緊急食料支援（災害支援含む） 30,982 

その他 627 

合計 177,841 

 

（３）パレット単位の大口寄贈受け入れ 

・食品製造企業からの過剰生産品や、冷凍庫設置による冷凍食品の受入れを行い

ました。また、県内企業からの新規寄贈がありました。 

・全国フードバンク推進協議会のマッチングで、延べ６３社の企業から、４７,

０８８kg（４７トン）の寄贈をいただきました。 

   

 

 

 

 



（４）新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、フードドライブの持ち込

みを予約制に変更しました。 

・職場単位で従業員が取り組めるように、チラシの配布、のぼり・ボックスの 

貸し出しを行いサポートしました。 

・ミニフードドライブでは、新型コロナウイルス感染防止のため、事務所外にて

受付・アルコール消毒を行い受付けました。 

・ＰＴＡや生徒が主体的に行なう「スクールフードドライブ」では、６４校 

（夏２７校、冬３７校）の参加がありました。 

 

 

 

 

 

   

 

 

（５）きずなＢＯＸ 

２社１５店舗での取り組みを継続し９,６２０kg の寄贈をいただきました。

コロナ禍で共助の気持ちが高まったことを受け、例年以上の寄贈量となりま

した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）パンの寄贈 

製パン会社から、１０施設への寄贈を２０１０年から継続し、緊急コロナ支

援での手渡しの際にも提供しました。 

（７）日用雑貨の取扱い 

パレット単位で洗濯用洗剤・おむつ・マスク等の日用品を受け入れました。 

 

２ 倉庫管理 

（１）食品の保管 

・新型コロナウイルスの影響が長引くことを予想して９月まで常時２０トン  

以上の食品を保管しました。１０月以降は必要品に絞り、２０２１年４月の飯

野倉庫移転に備えました。 



・中央市ひまわり支所においても、常温食品・米・日用品等の保管を行いました。 

・廃棄量削減のため、パレット・カゴ車単位で３か月ごとの賞味期限食品を保管

し、先入先出にて保管期間の可視化・定位置保管を維持しました。 

 

（２）管理基準 

農林水産省「フードバンク活動における食品の取り扱い等に関する手引き」 

を基準とし、それに沿った管理に努めました。 

 

（３）整理整頓 

・飯野倉庫での整理手順を継続し清潔な状態を維持しました。 

・終了した個人情報のファイルを整理して鍵をかけて有野事務所に保管しました。 

  

（４）倉庫移転先の検討・確定 

飯野倉庫と同程度のスペースがある物件、小笠原倉庫（１４０坪）を２０２１

年４月から賃貸契約しました。又、駐車場（７台）の確保ができました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

小笠原倉庫 入口                食品搬入後内部       

 

３  施設配布・ヒアリング実施 

（１）確約書締結施設に対し、書面にてヒアリングを行い、ニーズに合った食品を

提供しました。 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ヒアリング内容 

・多くの施設・団体から冷蔵・冷凍品の寄贈を望む声が寄せられた。 

・500ml×24 本の飲料の希望が多く、施設の規模によって 1～5 箱の需要がある。など。 

   

 



Ⅴ ３密を避けてボランティアの参加促進 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４月は受入れせず、５月１回、６月３

回と状況を見込んで、ボランティア活動日を設けました。1回の受入れ人数を最大

１０人前後とし、検温・マスク着用・手洗いを徹底しました。 

 

    月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 2 月 3 月 合計 

活動日数 0 1 3 14 15 9 8 13 12 15 17 17 124 

延人数 0 3 57 155 214 77 111 66 109 84 132 119 1,127 

延活動時間 0 3 114 323 424 157 125 132 218 168 309 244 2,217 

 

１ 企業や行政からのボランティア受け入れ 

笛吹市福祉課職員と関係団体から３回のボランティア参加があり、新型コロナ

ウイルス緊急食料支援のための箱詰めを行いました。企業研修としての参加受

け入れは自粛しました。 

 

２ フェイスブックでの活動報告 

箱詰めやボランティア作業の様子を写真や動画で掲載しました。 

 

Ⅵ フードバンクこども支援プロジェクト 

  

 

 

 

 

 

 

１．夏のフードバンクこども支援プロジェクト 

行政機関から９８世帯、連携する南アルプス市、笛吹市、中央市、大月市、都留

市、山梨市、上野原市、昭和町、身延町、山中湖村の学校から６５７世帯の申請

があり、７月末～８月の間、２回の食料支援を実施しました。また、食品と共に

お米券と通信を添えて宅配しました。 

 

２０２０年 夏 フードバンクこども支援プロジェクト 

支援世帯数 ７５５世帯 

１８才以下の子どもの人数 １４８８人 

母子世帯数割合 ６１６世帯（全体の８２％） 

連携学校数 ９７校 

学校からの申請世帯 ６５７世帯（全体の８７％） 

長期休暇の子どもの欠食を防止し、健やかな成長をサポートするため「フード

バンクこども支援プロジェクト」による食品宅配を夏に２回、冬に １回実施

しました。夏・冬合わせて延べ２２９５世帯（子ども４５２０人）に３４,４２

５㎏(３４トン)の食料支援を行うとともに、小林製薬株式会社との連携で母子

家庭支援の「青い鳥こども支援プロジェクト」を推進しました。また。コロナ

禍緊急食料支援を３回追加して支援しました。 

  

 



 

・第１回目の箱詰めは、飯野倉庫にて学生や、企業ボランティアに参加いただき

作業を行いました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため密を避けボラン

ティアは 1日１０名とし、事前の体温測定、手洗いを徹底しました。 

・第２回目の箱詰め作業は、第１回目と同様に５日かけて行いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                 

 

２．冬のフードバンクこども支援プロジェクトついて 

７８５世帯に支援しました。また、子どもたちにクリスマスプレゼントとして 

クラウドファンディングで集めて購入したこども券（子ども一人につき１０００

円分）をお送りしました。 

 

２０２０年 冬 フードバンクこども支援プロジェクト 

支援世帯数 ７８５世帯 

１８才以下の子どもの人数 １５４４人 

母子世帯数割合  ６３８世帯（全体の８１％） 

連携学校数 ９７校 

学校からの申請件数 ６８９世帯（全体の８７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．新たな自治体との連携 

連携のない自治体に「フードバンクこども支援プロジェクト」の実施を呼びか

け、新たに身延町・山中湖村と「子どもの貧困対策連携協定書」を締結しまし

た。そのため連携する自治体は合計で１０となりました。 

食品とお米券 学生ボランティア 

食品・貯金箱・ギフトカードを発送 こども商品券 



 

 

４．教育機関との連携強化及び推進 

教育委員会を通して９７校の小中学校と連携しました。来年度は１２０校との 

連携を目指します。 

 

５. 楽しい経験の機会創出 

新型コロナウイルスの影響により、バーベキューや学習会を実施することはで

きませんでした。代わりに家で学びを得られるような絵本や、組み立て式の貯金

箱を食品と共に発送しました。 

 

６．利用者交流会の開催 

新型コロナウイルス感染症の影響により利用者交流会を実施することはできま

せんでしたが、積極的にコロナ禍で利用できる制度をチラシでお知らせしたり、

電話で相談を受け付ける等しました。 

 

７．利用者の声（一部抜粋） 

・いつも支えて頂きありがとうございます。絵葉書とても素敵で心安らぎます。 

・ありがとうございます。ぼくは、フードバンクがあってうれしいです。 

・お手紙（通信）のみんなひとりじゃないんだよという言葉に胸がホッとしまし

た。フードバンク山梨さんに関係する全ての方々に感謝致します。 

・品物が届いた時、子ども達がとても嬉しそうに荷物を確認しながら「ありがたい

ね」と笑顔で話してくれます。 

・コロナ禍で皆が大変な時にもかかわらず優しく手を差し伸べてくださる地域、

企業のみなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。 

・今後は、ぜひ寄付する側になり、フードバンク山梨の活動を応援させて頂きたい

と思います。 

 

 Ⅶ 乳幼児応援プロジェクト 

 

ミルク・おむつが不足している未就学児のいる世帯に対し「乳幼児応援プロジェ

クト」を春と秋に実施しました。コロナウイルス感染症拡大防止として集合型イ

ベントは見送り、ミルク・おむつ・食品を宅配とドライブスルー方式で延べ２５

５世帯へ配布しました。グーグルフォームでの申請や宅配で遠方の世帯が食品

を受け取れるようになったため、申請世帯数は前年比の５倍でした。 

 

 

１．春の乳幼児応援プロジェクト 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い集合型のイベントは行わず、延べ１１８世

帯にミルク、おむつ、食品を宅配しました。 

 

 



 

 春の乳幼児応援プロジェクト 

実施月 ５月・６月（２回） 

世帯数 １１８世帯 

子どもの人数 １６３人 

母子家庭数 ７５世帯（全体の６４％） 

 

２．秋の乳幼児応援プロジェクト 

１３７世帯（宅配８９世帯・手渡し４８世帯）に支援しました。初めてグーグ

ルフォームを利用し、ＷＥＢ上で申請を受付けたところ、申請者数が増加しま

した。 

 秋の乳幼児応援プロジェクト 

実施月 １１月 

世帯数 １３７世帯 

子どもの人数 ３４０人 

母子家庭数 ９４世帯（６８％） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

       箱詰めの様子            ドライブスルーで手渡し 

 

３．アンケート調査の実施 

乳幼児応援プロジェクトを利用した世帯に「生活に困窮する乳幼児を育てる世

帯に対するアンケート調査」を実施しました。新型コロナウイルス問題が起き

る前と今年４月の月収比較では、「減収した」と答えた世帯が全体の７８％で

した。また、新型コロナウイルス問題が起きてから、５月２２日までの期間で

生活に関して経験したことで最も多かったのは、「子どもがストレスを抱えて

いると感じた」で８０％、次いで「子どもの遊び場がなかった」が７８％と深

刻な状態であることが分かりました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の声 

   ・精神的に本当に救われました。今までなら、オムツ等のストックもできて

いたのですが、それもできずぎりぎりの状態での生活。オムツや食料を送

ってくださり、生きる！って前向きにもなれました。 

    

・休校、休園になり、送っていただけたとき毎回涙が出ます。私たちのことを

気にしてくれている方がいる。支援してくれる方がいると「1 人ではないん

だよ」って言ってもらえてるように私は思えてます。 

４．医療、歯科、法律相談会の実施 

6％

10％

20％

24％

31％

78％

80％

0 20 40 60 80 100

子どもの健康状態が悪化した

項目にあるような経験がない

その他

子どもの預け先に苦労した

子どもの保育園（幼稚園）が休園になった

子どもの遊び場がなかった

子どもがストレスを抱えていると感じた

％

減少した

78%

減少しな

かった

20%

無回答

2%

今年の４月の世帯全体の月収が減少したか 

７８％が減少したと回答 

（ｎ＝54） 

生活に関して経験したこと 

（ｎ＝54） 

８０％が子どもがストレスを抱えていると感じた 



新型コロナウイルス感染症拡大に伴い集合型のイベントすべて中止にしまし

た。食品をお送りする際に、歯科医師会から寄贈された歯磨きや、法律相談の

無料電話相談会のチラシを同封するなどの情報提供に努めました。 

 

５．キャラバンの実施 

  甲府を拠点とする「こどもサポートやまなし」との連携で、利用者に食品・ミ

ルク・おむつをドライブスルー方式で手渡ししました。 

 

Ⅷ 学習支援「えんぴつひろば」 

 

中央市で学習支援を実施し、貧困世帯の子どもたちが安心して学び、楽しく過ごせ

る場を提供しました。保護者と連絡を取り合い、子どもの支援に生かしました。 

新型コロナウイルス感染症での休校に伴い４，５月は中止にしましたが、その後は

感染症防止策を徹底して実施しました。福祉課からの委託を受け年間３９回開催し、

子ども延べ４１５人、ボランティア延べ２３３人が参加しました。 

 

１ 学習支援教室「えんぴつひろば」 

（１）中央市で毎週土曜日午前に学習支援を行いました。南 

アルプス市での開催は今年度は見送りました。中央 

市在住で①就学援助受給者、②生活保護、準要保護世 

帯、③その他支援が必要と思われる世帯の小学３年生 

から中学３年生までの子どもを支援しました。受験生一名は希望の公立高校 

に入学することができました。外国籍児童・生徒には日本語の読み書きに親

しむような指導も行いました。 

（２）ボランティア講師は一般の方を中心に、大学生、高校生と幅広い方々に協力

をいただきました。 

（３）荷物の搬入出・パンの受け取り、通訳等のボランティアにご協力いただきま

した。 

（４）個人対応型支援を実践し、保護者と相談しながら、学力強化や生活支援を行

いました。また、必要に応じ食品の支援や発達に問題がある子どもの外部支

援先の紹介も行いました。 

（５）子どもへのヒアリングを行い、生活状況・進路や悩み事等の話を聞き、ボラ

ンティアのマッチングや指導方法を工夫しました。 

（６）アンケートは簡易版で実施し、前年の結果と比較して生活状況と自己肯定感

の改善を確認しました。振り返りプリントは受諾者のみに行いました。 

（７）例年行っているボランティアの交流・研修の場を設けることができず、年度

末に１回、意見交換会を開催しました。担当する子どもの情報共有や子ども

への接し方について、意見を出し合いました。 

 

 



（８）キャリア教育の提供は実施できませんでしたが、個別に将来への希望の聞き

取りを行い、次年度以降の企画の参考としました。 

 

２ フードバンクキッチンの開催 

（１）新型コロナウイルス感染症予防のため、開催を見合わせました。 

（２）昼食用に簡単に食べられる食品を用意し、製パン会社からのパン、個人から

の継続的な果物のご寄付とともにお土産として渡しました。 

 

Ⅸ  寄付活動・広報・助成金等の申請 

１ 寄付管理システムの活用 

寄付管理システムを滞りなく運用しました。また、データ一括投入の方法を学 

び活用を始めました。 

    

２ 個人・企業への寄付・入会・遺贈呼びかけの強化 

（１）活動資金への寄付を新規企業や個人に幅広く呼びかけました。今年度は、新

型コロナウイルスの影響で支援数が増加して新聞などの露出が増加したこと

に加え、国からの特別定額給付金の給付により、寄付者が増加しました。新

たな寄付の仕組みとしては、活動のビデオを作成し、フードドライブキック

オフイベントの際に上映会を実施。またフェイスブックやホームページ上で

公開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）遺贈・相続財産寄付推進の取り組みには課題が残りました。 

（３）乳幼児応援プロジェクト・冬のフードバンクこども支援プロジェクトにおい

てクラウドファンディングに取り組み、延べ１８１名から２,１８５,５００

円の寄付が寄せられました。 

 

３ 広報活動による認知度向上 

（１）多様なツールを活用し、情報発信を強めました。 

・寄付を呼びかける専用の Webページ（ランディングページ）を運用して１年間

で１.５７万回のクリックと１.６８万回の閲覧がありました。検索キーワー

ド数上位３位は①「SDGs 国連」で９,０００回 ②「子ども 貧困」で２,２

６５回 ③「格差 貧困」で５５０回となりました。 

・法人会員向けのメールマガジンを実施し、活動について発信しました。 

・ホームページやフェイスブック等多様な SNSを活用し情報発信に努めました。 

正会員 個人 ４１ 

 法人 １３ 

賛助会員 個人 ５１ 

 法人 ３２ 

特別法人会員  ６９ 



（２）事業やイベントの開催について積極的にニュースリリースを行いました。

テレビ・ラジオ５３回、新聞８０回、雑誌・広報誌６回の報道・掲載があり

ました。コロナ禍での活動がおよそ２倍になり、発信するニュースが増えま

した。 

 

４．助成金・補助金の申請 

  多くの世帯に食料支援を実施するため、積極的に申請を行いました。 

（１）助成金：独立行政法人福祉医療機構 地域連携活動支援事業助成金 

         赤い羽根 臨時休校中の子どもと家族を支えよう緊急支援活動 

赤い羽根 新型コロナ感染下の福祉活動応援全国キャンペーン 

第１回フードバンク活動等応援助成 

        公益財団法人東京コミュニティ財団  

新型コロナウイルス感染症拡大防止活動基金 

        公益財団法人パブリックリソース財団 高山弘子基金 

        公益財団法人パブリックリソース財団 匿名基金 A 

一般財団法人山梨福祉財団 特定非営利活動事業費 

         

（２）補助金：やまなし子どもの貧困対策広域的活動拠点整備事業費補助金 

山梨県フードドライブ促進強化事業費補助金 

山梨市子ども支援プロジェクト事業費補助金 

大月市子ども支援プロジェクト補助金 

 

 

５．講演会・視察の強化 

（１）県内連携団体等へ講演会実施を呼びかけるチラシを作成しましたが、コロナ

禍で実施できませんでした。 

（２）企業・行政へのボランティア呼びかけは来年度の状況を見込み実施します。 

（３）オンラインによる講演会が１２回、視察・研修受け入れは数件ありました。 

 

６．募金箱の普及 

各地に設置された募金箱の回収は、効率の上からも難しいことが分かり、増設

することができませんでした。既存の店舗にはお礼に伺い、近隣の店舗には継

続設置のお願いをしました。 

 

Ⅹ 組織運営強化  

１ 職員が働きやすい環境づくり 

（１）就業規則改訂を見直し、職員が働きやすい環境づくりを進めました。 

（２）業務管理システムを改善し、仕事の精度を高めました。 

（３）職員の産前産後・育児休業取得を実施しました 

（４）職員の産休・育休取得や退職に伴い、人材の募集を積極的に行いました。 



２．人材育成の取り組み  

（１）会議のやり方などの内部研修を実施したものの、定期的な実施には課題が残 

りました。 

(２)今年度はコロナ禍のため、全てオンラインでの研修となりました。学習支援事

に関する外部研修会に職員３名が延べ９回参加しました。 

 

３．人事評価制度の充実 

昨年度実施した人事評価の内容を精査し、使いやすくしました。 

 

４．理事会運営の充実 

・検討事項について活発な意見交換を行い、活動や運営に反映しました。 

・潤滑な運営の為に、わかりやすく丁寧な資料作りを行いました。 

 

 

Ⅺ アンケート調査及び自治体への提案 

１．生活困窮世帯の実態把握をするためのアンケート調査の実施 

利用者へのアンケート調査（下記）を実施しました。コロナ禍生活状況の子ども

の貧困の実態を可視化し、社会に発信するよう努めました。調査後には利用者

への支援につなげました。 

 

 ２０２０年度アンケート実施実績 

実施月 アンケート調査 

３月 新型コロナウイルス感染拡大防止のための休校を受け、緊急食料支援

を実施した世帯へのアンケート調査 

５月 生活に困窮する乳幼児を育てる世帯に対するアンケート調査 

１１月 コロナ禍の影響を受けた大学生に対するアンケート調査報告書 

２０２１年２月 第２回つながるスマイルプロジェクトアンケート調査報告書 

※内容は活動報告書・フードバンク山梨 HPに掲載 

 

２．県内自治体への提案 

県内全域でフードバンクこども支援プロジェクトの実施をめざし、未実施自治

体の市町村長宛てに手紙と返信用回答票を送付しました。今年度は身延町と山

中湖村と連携協定書を締結し、小中学校９７校と連携した支援が可能になりま

した。 

 

 

 

 

 

 


